チュウゴク ウチモンゴルジチク モンゴルゾク ノ ショクセイカツ ト シンタイジョウキョウ ノ ケンキュウ by 前澤 いすず et al.
 - 223 - 
中国・内モンゴル自治区モンゴル族の食生活と身体状況の研究 
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 We surveyed the Mongolian food lives and their physical conditions by interviewing 
the Mongolian people living in Jarud qi (village) and the Mongolian pupils attending to 
the neighboring elementary school, Ln Bei in Neimenggu (Inner Mongolia), China. The 
summary of the study is as follows; 
1) The growing rate of the pupils in the school is rather slower than Japanese pupils 
but the weight of them has been increasing until they’ll reach the age of forty. 
Most of Mongolian adults are heavier than Japanese adults. 
2) 100% of the male adults suffer the high blood pressures and 63.9% of the female 
adults suffer the high blood pressures too. 
3) By the measurement of their bone and moisture-quantity in their bodies, the 
pupils keep the normal and standard levels. But as they grow year after year, their 
bone and fat-quantities in the bodies increase and become fat and big-boned. 
4) In their daily life they take 1~2 liter of Nai Tea (milk tea) per day and also they 
drink lots of milk. 
5) They get up at around 4 o’clock early in the morning and they walk more than 











 筆者らは平成 18 年９月に中国・内モンゴル自治区通遼地級市扎魯特旗を訪れ、モンゴ











 平成 18 年９月５日～７日 
１・２ 調査対象 
 身体状況調査は、中国・内モンゴル自治区通遼地級市扎魯特旗にある阿日昆都楞鎮の農
牧地域の 20～70 歳の成人住民（以下の文章については“成人住民”と明記する）72 名（表
1）、そして阿日昆都楞鎮の農牧地域から車で５時間ほど離れた場所にある魯北モンゴル族
実験小学校の 11～14 歳の高学年（以下の文章については“小学生”と明記する）116 名
に行なった（表２）。 
 




 男 女   男 女 
20 歳代  3  8  11 歳  5  9 
30 歳代  6 10  12 歳 30 33 
40 歳代 18 12  13 歳 18 15 
50 歳代  6  8  14 歳  2  4 
70 歳代  0  1  計 55 61 
計 33 39     
 
 聞き取り調査は、同じく成人住民の身体状況調査を行った阿日昆都楞鎮の農牧地域の一












歳代の平均値を日本人の 40 歳代の平均値４）と比較してみる。平均身長では、日本人の 40
歳代（男性 170.4cm、女性 156.9cm）と比べると男性は若干日本人の方が高く、女性では
ほぼ同じ値であった。平均体重は、日本人 40 歳代（男性 69.9kg、女性 55.7kg）と比べる
と男女とも高値であった。 





 男 女 男 女 
20 歳代 165.0 157.4 68.0 58.3 
30 歳代 171.2 161.3 79.7 68.0 
40 歳代 165.5 156.4 76.3 67.9 
50 歳代 169.5 151.4 86.5 67.0 
70 歳代 ― 149.8 ― 61.0 
全年齢平均 167.2 156.7 78.0 65.6 
  
 小学生の、身長・体重の平均値は表４のとおりである。調査対象の５割以上を占める 12
歳の平均値を日本人の 12 歳の平均値４）と比べてみる。平均身長では日本人の 12 歳（男
子 151.3cm、女子 151.4cm）と比較すると男子・女子ともに低い。どちらかというと日本
人の 11 歳（男子 141.9cm、女子 145.4cm）に近い値であった。平均体重では日本人の 12
歳（男子 42.2kg、女子 42.3kg）と比較すると男子・女子ともに低値であり、日本人の 10
歳（男子 32.7kg、女子 34.3kg）に近い値であった。 





 男 女 男 女 
11 歳 138.4 139.1 33.2 32.4 
12 歳 140.8 143.1 32.9 33.4 
13 歳 146.6 147.4 36.5 39.0 
14 歳 153.2 154.6 41.3 43.3 
全年齢平均 142.8 144.3 34.4 35.3 
 
 肥満の判定について、厚生労働省平成 16 年国民健康・栄養調査報告では、15 歳以上は
BMI（Body Mass Index）、６～14 歳では日比式による肥満度の判定を行っているためこ
れに準じて、成人住民ならびに小学生について判定を行った。 
 成人住民について、BMI を算出し表 5 に平均値を示した。また、「日本肥満学会（2000）
による肥満の判定基準」をもとに判定を行い、全年齢を対象にした割合を図１に示した。
表５の平均値を見てみると、50 歳代までは年齢とともに BMI が高値になるのがわかる。

















「太りぎみ」の者は男子 7.3％、女子 8.2％であった。日本人９～11 歳（男子 24.6％、女
子 17.7％）と比べると肥満傾向の者が少ないことがわかる。また、女子では「やせすぎ」
「やせぎみ」の者が 34.4％と、日本人９～11 歳（女子 18.9％）と比べるとやせ傾向の者
が多い。 
表５ 成人住民 BMI の平均値（性・年齢階級別） 
 男 女 
20 歳代 24.7 23.4 
30 歳代 27.0 26.2 
40 歳代 27.9 27.8 
50 歳代 30.0 29.2 
70 歳代 ― 27.2 
全年齢平均 27.8 26.7 
図３ 小学生 日比式の判定による肥満度の割合 
（全年齢） 






























やせすぎ やせぎみ 普通 太りぎみ 肥満




















図２ 成人住民 腹囲 基準値以上の割合 
（全年齢） 
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 血圧は成人住民のみ測定した。厚生労働省平成 16 年国民健康・栄養調査報告で用いら
れている「日本高血圧学会（2000）による血圧の分類」をもとに分類を行った（図５）。「正
常高値血圧」「軽症高血圧」「中等症高血圧」「重症高血圧」に分類されたものの割合をあわ
せると男性の割合は 100.0％、女性 63.9％であった。 
 












に上昇との報告８）や、2001 年に NPO 法人「モンゴルパートナーシップ研究所」がモンゴ






















至適血圧 正常血圧 正常高値血圧 軽症高血圧 中等症高血圧 重症高血圧 系列7
図５ 成人住民 血圧の状況 （全年齢） 
体重が標準、体
水 分 量 が 標準





















た者の割合は低かった。成人住民男性の平均筋肉量は 44.1kg、女性は 34.5kg であった。






図９ 筋肉量の評価結果割合 図 10 推定骨量の評価結果割合 
成人住民 小学生 
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小学生女子では“筋肉質型”（体重標準、筋肉量多い）の者がそれぞれ一番多かった。 
























 1軒目 2軒目 3軒目 4軒目 5軒目 
性別 女性 男性 女性 女性 女性 女性 
職業 主婦 牧場主 主婦 主婦 主婦 家事手伝い 
起床時間 3:30 4:00 4:00 4:00 4:00 5:00 
就寝時間 22:00 21:00 21:00 21:00～22:00 22:00 20:00～22:00 
食事時間 30分ほど 1時間以内 1時間以内 30分～1時間 30分～1時間  
朝 ２杯  ３～４杯 １杯 ２～３杯 
昼 ２杯   １杯  
?
?























































































る D が約 26,000 歩と一番多い歩数を示し
た。広大な高原での放牧作業は想像以上の
身体活動量であることがわかる。 
 調査は時間の都合上 16:00から翌日の 13:30までとなり 24時間には 2時間 30分の不足
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（歩）
図 11 歩数 




















１）小学生は日本人よりも成長が遅く、その後 40 歳までに体重が日本人よりも重くなる。  




５）起床時間は４時頃であり、１日の歩数は 15,000 歩以上であった。 
 
 
図 12 成人住民 
    身体計測の様子 
〈上写真〉測定結果の説明 
〈下写真〉血圧測定 
図 13 小学生 
    身体計測の様子 
〈上写真〉身長の測定 
〈下写真〉『骨量・水分ﾓﾆﾀｰ』 
     の測定 
図 14 聞き取り調査の様子 
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